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【昨日の市況概要】 公示仲値 109.36

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 109.38 1.1088 121.35 1.2959 0.6923
SYD-TKY High 109.42 1.1090 121.35 1.2973 0.6929
SYD-TKY Low 109.31 1.1073 121.25 1.2925 0.6898
TKY 3:30 PM 109.36 1.1085 121.30 1.2973 0.6921

NY DOW 休場 - 日本2年債 -0.120 ▲2.00bp       
NASDAQ 休場 - 日本10年債 -0.020 ▲2.00bp       

S&P 休場 - 米国2年債 休場 -
日経平均 23,782.87 ▲ 47.71 米国5年債 休場 -
TOPIX 1,721.42 ▲ 6.80 米国10年債 休場 -

ｼｶｺﾞ日経先物 休場 - 独10年債 休場 -
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 休場 - 英10年債 休場 -

DAX 休場 - 豪10年債 休場 -
ﾊﾝｾﾝ指数 休場 - USDJPY 1M Vol 3.95 0.03%
上海総合 2,981.88 ▲ 0.80 USDJPY 3M Vol 5.01 0.03% 　

NY金 休場 - USDJPY 6M Vol 5.52 ▲0.01%
WTI 休場 - USDJPY 1M 25RR -0.85 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 休場 - EURJPY 3M Vol 5.40 0.04%
ドルインデックス 97.64 ▲ 0.02 EURJPY 6M Vol 5.87 ▲0.01%

【マーケット・インプレッション】 過去最小値幅更新か

　

■今週のドル/円　見通し

担当：谷舗・高村 TEL:03-3242-7070 FAX:03-3211-5825 LDN 00531-444-179 NY 00531-113-682

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は109.38ﾚﾍﾞﾙでｽﾀｰﾄ。本日はｸﾘｽﾏｽで欧米などが休みで流動性の薄い中、非常に狭いﾚﾝｼﾞでの推移
に終始。ｽﾀｰﾄ時とほぼ変わらず109.36ﾚﾍﾞﾙでクローズした。
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

12月26日 22:30 米 新規失業保険申請件数 21-Dec 220k 234k

欧米など休場(クリスマス)

今週に入って以降のドル円は取引参加者も尐ないなかで全く方向感のない値動きとなっている。年内には重要な

イベント予定もなく、重要なHLが出てこなければ今の水準のまま年越しを迎えそうだ。2019年のドル円相場を振り

返って見れば、年間通じての値幅は8.3円で、これは年間の値幅としては過去最小になる（これまでの過去最小

は2018年の9.9円）。オプション市場においても、2018年のドル円1Yボラティリティ平均値が8.3%であったのに対し

て、2019年は平均約7.1%と低下が著しい（そもそも2018年も過去平均対比かなり低い）。米中覇権争いの激化や

Brexitを巡る混乱など、比較的重要なイベントが多かった1年だったと感じられるが、リスクオフが継続し米株が下

落する局面では、米中交渉に対するトランプ大統領のスタンス軟化、Fedによる約10年ぶりの利下げ実施など米

国主導の動きが相場を下支えていたことが、結果的にドル円の膠着感を強めた要因だったと感じられる。2020年

は米国大統領選を控え、再選を狙うトランプ大統領が株安を嫌気する傾向は一層強まると思われ、急激な円高

進行は見込みにくい。引き続き米中情勢、Brexit、香港情勢などリスクオフの火種は燻るものの、来年度もレンジ

相場の継続を予想している。(谷舗）
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